
1 評価

1.1 A
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2 評価

2.1 B
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3 評価
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4 評価

4.1 A

4.2 A

4.3 A

4.4 A

4.5 A

JLPT等、各種試験の成績向上が図られているか

理解度・到達度の確認を適切に⾏っているか

学習成績の判定基準及び⽅法が定められ開⽰されているか

学習成績の判定結果を的確に学⽣に伝えているか

達成状況/ 改善計画

授業記録簿を残し、記録内容を関係教員間で共有しているか

達成状況/ 改善計画

本校の教育活動は学⽣の成長を基本に据え、日本社会への⽣活適応の促進と丁寧な日本語指導を実践している。進路支援としては、

進学や就職に不可欠なCEFR B2レベルの習得に加え、卒業までのJLPT N2合格を目標に掲げ、確かな学習環境と支援体制を整えてき

た。

一⽅で、近年の留学⽣は非漢字圏出身者の割合が増加しており、従来のシラバスやクラス構成の抜本的な見直しが課題となってい

る。これに対し本校では、漢字への早期適応を図るため今年度から週4コマの漢字専門授業を開設した。その結果、学⽣の漢字能力は

大幅な向上を見せている。今後はこの成果を取り入れつつ、B2到達とN2合格という明確な目標達成に向け、非漢字圏の学⽣にも最適

化した新たな指導計画の策定を進めていく。

教育成果

進学率の向上が図られているか

教育目標に合致した教材を選定しているか。

学⽣のレベルおよび目標に合わせた適切なクラス編成を⾏っているか

教育内容及び教育⽅法について教員間で共通理解が得られているか

教員の能力、経験等を勘案し、適切な教員配置をしているか

JLPT等、各種試験への対策指導は充実しているか

達成状況/ 改善計画

申請書類の取りまとめの際、提出必要書類のチェック漏れがあった。書類作成担当者だけでなく、教務主任や事務局長など複数名に

よる最終確認を義務化することとした京都アカデミーが運営する日本語教育機関は、法務省の告⽰基準を満たし、本校と分校の2拠点

展開を⾏っている。会社役員も教育活動に携わり、専門家の指導のもとコンプライアンス遵守を徹底している。組織は校長のもと教

務課と事務局で構成し、教職員には出入国在留管理庁の取次資格取得を推進している。

運営面では、定期的な教務会や事務局会議により⽅針決定や教育⽅法の検討を実施し、新人教員に対しては、授業見学や模擬授業、

ベテランによる適性チェックを経て実務に入らせ、状況に応じた配置見直しも⾏う。また、先輩教員の指導や活発な協議のもとでシ

ラバスを作成し、全体で教育能力の向上に取り組んでいる。

教育活動

理念・教育目標に合致したコース設定をしているか

カリキュラムは体系的に編成されているか

関係官庁への届出、報告を遅滞なく⾏っているか

日本語教育機関の告⽰基準に適合していることを年1回以上確認しているか

運営⽅針は定められているか

運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか

入管事務担当者の職務内容と責任基準は明確か

学校の特⾊は明確か

理念、教育目標が社会の要請に合致していることを確認しているか

達成状況/ 改善計画

日本の国際化の発展及び世界平和実現に向けて、日本語を理解・活⽤しながら日本社会、ひいては国際社会に向かって人材を育成し

ていくことを目標に、主に日本語教育という⼿段に依ってこれを成し遂げることを理念としている。

この理念を基礎として、具体的に世界の中で人的ネットワークを築き、将来を担う若い世代に対し日本語教育をベースとして具体的

に彼らがになっていく道標を丁寧に教授していく。それと共に、⽣活に不慣れな留学⽣の外国人に対する日本の文化、習慣などを理

解してもらうよう指導することを具体的な目的の一つともする。その結果として、日本の高等教育機関への進学、日本での就労或い

は帰国してから日本と関連のある各分野での社会貢献活動に寄与するよう指導していく。

学校運営

2025年度  自己点検・評価

教育水準の向上と適切な業務運営のための自己点検・評価を実施する。

2026年6月

京都国際アカデミー

A:達成している    B:ほぼ達成している    C:改善が必要

理念・教育目標

理念・教育目標・育成人材像は定められているか



本校では、⽣活適応と丁寧な日本語指導を軸に教育成果の向上を図っている。

具体的な成果として、OC参加の促進や進学イベントの開催、面接対策となる会話力の強化により進学率を向上させた。また、漢字の

読みや語彙力を高めるカリキュラム再編成によりJLPTの成績向上を実現。学習面では初回ガイダンスで目標を⽰し、学⽣自身に目標

設定と到達度の自己評価を⾏わせて自主性を育んでいる。成績は「RINGUAL」を通じて公表し、透明性の高い管理を⾏っている。

これらの⽅針や指導⼿法は定期会議で協議・改善を重ね、組織全体で指導力の底上げにつなげている。



5 評価

5.1 A

5.2 A

5.3 A

5.4 A

6 評価

6.1 A
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6.3 A
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6.5 A

6.6 A
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7 評価

7.1 A

7.2 A

7.3 A

7.4 A

7.5 A

7.6 A

7.7 A

7.8 A

8 評価

8.1 A

8.2 A

8.3 A

8.4 A

9 評価

9.1 A

9.2 A

9.3 A適正な会計監査が実施されているか

達成状況/ 改善計画

⽣活指導面では、入学時や随時のガイダンスを⾏っているが、来年度以降は区役所や消防など公的機関の協力・サポートを得た実施

体制の強化を進めている。また、⽣活指導担当者および事務職員を中心に、学⽣の健康・衛⽣状態の把握や入管法上の留意点に関す

る定期的指導を徹底している。   進路指導面では、担当者を明確に特定した上で、進路指導担当者が収集した最新情報を担任経由で学

⽣へ迅速に提供している。1年次3月からのアンケート調査を踏まえ、2年次からは担任による個別の進路面談や面接指導を⾏い、入学

時から一貫した支援を提供している。さらに、学⽣管理サービス「RINGUAL」を活⽤することで、卒業後の進路情報についても正確

な収集・把握を⾏っている。

達成状況/ 改善計画

学習環境の面では、各教室で十分な照度や換気を確保するだけでなく、壁面に防音シートを施工することで、隣のクラスの声や音が

聞こえない高い遮音性を維持している。さらに今年度はブラインドを導入してテレビモニターの視認性を高めたほか、全教室にス

マートテレビやPCを配備し、スマートフォンを活⽤した自宅からの課題提出など、ICT環境の充実を図っている。   学習支援および

安全管理においては、日本語関連書籍を豊富に揃えた図書室兼自習室を完備し、授業時間外における自習スペースと教材リソースを

提供している。また、廊下や階段等は緊急避難時にも危険のない形状・構造を保持しており、施設全体で安心・安全かつ効果的な教

育環境を整備している。

達成状況/ 改善計画

学校の財務業務は、 会社の財務業務そのものであり、 主に会社役員を兼ねる税理士と協議しながら進めている。 学校設備、 不動産

等の固定資産や各種保険契約を活⽤しながら、 コ ロナ感染下の不況（新規入学⽣の減少）を経ながらも資産を増やしており、 中長期

的に安定した状況にある。

財務諸表の公開は、 特に義務的事項ではないので⾏なっていない。

授業時間外に自習できるスペースおよびリソースを提供しているか

廊下、階段等は緊急時に危険のない形状であるか

財務

財務状況は、中長期的に安定しているか

予算・収支計画の有効性及び妥当性が保たれているか

健康、衛⽣面について指導する体制を整えているか

入管法上の留意点について学⽣への伝達、指導を定期的に⾏っているか

施設・設備

教室内は十分な照度があり換気がなされているとともに、必要な遮音性が保たれているか

視聴覚教材やICTを活⽤した授業が可能な教育⽤機器及び設備が備わっているか

留学⽣活に関する⽣活指導担当者が特定され、周知されているか

進路指導担当者が特定されているか

学⽣の希望する進路を随時把握し、入学時から一貫した指導をしているか

進学及び就職に関する資料や情報を収集し、学⽣に提供しているか

卒業後の進路を把握しているか

入学志願者の情報を正確に把握し、提出された根拠資料で確認しているか

達成状況/ 改善計画

入学⽣の募集は、 主として各国の日本語教育及び政府機関認定留学仲介を業として⾏なっている機関と、 業務提携して募集してい

る。 具体的には、 留学⽣募集に関する業務委託書、 委託契約書、 覚書等を締結し、 本校からはできるだけ丁寧な募集要項を作成し

て配布しながら、 現地で説明会や試験を実施し て日本留学の啓蒙に努めている。

募集計画に沿って、 各国で集められた留学希望学⽣に対しては、 最終学歴の成績証明書を提⽰、 可能な限り経費支弁者と個別に本校

学校長又は教職員が面接し、 簡単な書面試験（日本語）を⾏なって、 合格者に対しては暫定的に応募者を入学させる決定を⾏ない、

在留資格認定書交付申請時に書面上も適格と判断された者にのみ交付申請している。

学⽣支援

留学⽣活に関するガイダンスを定期的に実施し、その効果を確認しているか

機関所属の職員が入学希望者に対して情報提供や入学相談を⾏っているか

海外の募集代理人に最新かつ正確な情報提供を⾏っているか

受け入れるコースの教育内容が入学志願者のニーズと合致することを確認しているか

入学選考基準及び⽅法が定められ、適切な体制で入学選考を⾏っているか

入学志願者の学習能力、学習意欲、日本語能力等を確認しているか

公開されている情報は常に最新のものに更新されているか

達成状況/ 改善計画

情報は整理され、最新のものとなっている。Instagramも開設し、学⽣の日々の日常も発信するよう心がけている。

入学者の募集と選考

教育目標に合致した募集計画を⽴案し、募集地域や対象者を定めて募集活動を⾏っているか

情報公開

教育内容、定員、進路等の情報をホームページ等で公開しているか

入学希望者やその関係者に理解できる⾔語で情報提供を⾏っているか

情報は十分に整理されて公開されているか




